
はすだ市議会だより　第116号 2

　

こ
れ
ら
２
議
案
は
、
市
長
・
副
市
長
、
教
育
長

並
び
に
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
現
行
の

2
・
25
月
か
ら
0
・
05
月
引
き
下
げ
て
、
2.2
月
に

改
め
、
年
間
の
支
給
割
合
を
4
・
45
月
と
す
る
も

の
で
す
。

市
長
提
出
議
案

△定例会初日、議案の提案説明をする中野市長

12 月定例会
会期 11/26㊍ ▼　12/18㊎

蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
ど
な

29
議
案
を
同
意
・
可
決

　

令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
、
去
る
11
月
26
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
23

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
蓮
田
市
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」「
蓮
田
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
24
議
案
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
市
長
追
加
提
出
議
案
と
し
て
「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」

「
令
和
２
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）」
が
上
程
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、「
蓮
田
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
な
ど
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
動
議
１
件
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
並
び
に

議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
下
げ

議
案
第
89
号　
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
及
び
蓮
田
市
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
88
号　
蓮
田
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
85
号
　
蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　

蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
町
田
知
啓
氏

の
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
再
び
同
氏
を

選
任
す
る
も
の
で
す
。

　

町ま
ち

田だ　

知と
も

啓あ
き

氏
／
66
歳

議
案
第
86
号
　
蓮
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

蓮
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
飯
野
浩
一
氏
の
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、

再
び
同
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

　

飯い
い

野の　

浩こ
う

一い
ち

氏
／
55
歳

議
案
第
87
号
　
蓮
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

蓮
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
稲
橋
實
氏
の
任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、

再
び
同
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

　

稲い
な

橋は
し　

實み
の
る

氏
／
80
歳

議
案
第
90
号　
蓮
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
97
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
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こ
れ
ら
７
議
案
は
、
人
事
院
勧
告
に
鑑
み
、
市

職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
現
行
の
1.3
月
か

ら
0
・
05
月
引
き
下
げ
て
、
1
・
25
月
に
改
め
、

年
間
の
支
給
割
合
を
4
・
45
月
と
す
る
も
の
な
ど

で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
基
礎
課
税
額
に
係
る
課

税
限
度
額
を
現
行
の
61
万
円
か
ら
63
万
円
に
、
介

護
納
付
金
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
を
現
行
の

16
万
円
か
ら
17
万
円
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
の
対
象
と
な

る
所
得
の
基
準
に
つ
い
て
、
軽
減
判
定
所
得
の
算

地
方
税
法
施
行
令
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正

議
案
第
91
号　
蓮
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議　
長　

中　
野　
政　
廣

副
議
長　

鈴　
木　
貴
美
子

　
　
〔
議　
席　
順
〕

議　
員　

湯　
谷　
百
合
子

議　
員　

福　
田　
聖　
次

議　
員　

高　
橋　
健
一
郎

議　
員　

山　
田　
孝　
夫

議　
員　

近　
藤　
純　
枝

議　
員　

関　
根　
香　
織

議　
員　

山　
田　
慎
太
郎

議　
員　

北　
角　
嘉　
幸

議　
員　

木
佐
木　
照　
男

議　
員　

秦　
　
　
邦　
雄

議　
員　

菊　
池　
義　
人

議　
員　

勝　
浦　
　
　
敦

議　
員　

森　
　
　
伊
久
磨

議　
員　

齋　
藤　
昌　
司

議　
員　

石　
川　
誠　
司

議　
員　

栗　
原　
　
　
勇

議　
員　

榎　
本　
菜　
保

議　
員　

船　
橋　
由
貴
子

本年もよろしくお願いいたします本年もよろしくお願いいたします

も
な
く
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

蓮
田
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
待
ち
望
ん
で
お

り
ま
し
た
蓮
田
駅
西
口
再
開
発
ビ
ル
が
昨
年
10

月
に
完
成
し
、
今
年
4
月
に
蓮
田
駅
西
口
行
政

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

３
階
か
ら
14
階
ま
で
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
も
完

売
し
、
入
居
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
、
１
階
は

医
療
施
設
、
保
育
所
、
商
業
施
設
、
２
階
は
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
、
蓮
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
北
自
動
車
道
蓮
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
大
型
車
両
の
出
入
り
も
含
め

上
り
下
り
の
４
方
向
開
通
も
順
調
に
進
捗
し
て

お
り
ま
す
し
、
高
虫
西
部
地
区
産
業
団
地
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
エ
ム
・
ケ
ー
株
式
会

社
が
事
業
代
行
予
定
者
に
決
ま
り
順
調
に
進
捗

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

蓮
田
市
の
事
業
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

蓮
田
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
蓮
田
市

の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
今

後
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

て
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
蓮
田

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
大
規
模
な
集
団
感
染
に
始
ま
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
終
わ
っ
た

1
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
る
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
、
そ
れ

に
並
行
し
て
経
済
対
策
と
称
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
講
じ
る
も
、
な
か
な
か
解
決
の
糸
口
が

つ
か
め
な
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
是

非
と
も
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
等
に
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
何
事

議　長
中野　政廣

年
頭
に
当
た
り

議
案
第
98
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
99
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
100
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
101
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
黒
浜
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

市
職
員
の
期
末
手
当

０
・
05
月
引
き
下
げ

議
案
第
102
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
都
市
計
画

事
業
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

定
に
お
け
る
基
礎
控
除
額
相
当
分
の
基
準
額
を
現

行
の
33
万
円
か
ら
43
万
円
に
改
め
る
と
と
も
に
、

世
帯
に
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者
が
２
人
以
上

い
る
場
合
、
基
準
額
に
給
与
所
得
者
等
の
数
の
合

計
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
10
万
円
を
乗
じ
て
得
た

金
額
を
加
え
る
も
の
で
す
。
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ま
た
、
低
未
利
用
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
に

長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
１
０
０
万
円
を
特
別

控
除
す
る
規
定
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、
蓮
田
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
課

税
の
特
例
に
、
こ
の
規
定
を
追
加
す
る
た
め
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
で
す
。
た
だ

し
、
保
険
税
の
減
額
と
課
税
の
特
例
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
と

な
り
ま
す
。

　

医
療
分
と
介
護
分
の
課
税
限
度
額
を
合

わ
せ
て
３
万
円
も
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。
そ
も
そ

も
国
保
は
低
所
得
者
が
多
く
加
入
す
る
一
方
、
所

得
に
対
す
る
保
険
税
の
負
担
率
が
一
番
高
い
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
と

合
わ
せ
る
と
、
所
得
の
約
12
～
15
％
と
い
う
重
す

ぎ
る
負
担
で
す
。
医
療
保
険
制
度
間
の
公
平
性
か

ら
も
、こ
れ
以
上
の
負
担
軽
減
へ
の
逆
行
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。よ
っ
て
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
管
理
者
を
主
任
介
護
支
援
専

門
員
と
す
る
要
件
に
つ
い
て
、
経
過
措
置
期
間
の

延
長
を
行
う
と
と
も
に
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
場
合
は
、
管
理
者
を
介
護
支
援
専
門
員
と
す

る
取
り
扱
い
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

国
保
の
こ
れ
以
上
の
負
担
軽
減

へ
の
逆
行
は
認
め
ら
れ
な
い

反対討論

　

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
事
業
所
の
管
理

者
要
件
を
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
す
る
期
間

を
さ
ら
に
猶
予
す
る
こ
の
条
例
の
背
景
に
は
、
よ

り
専
門
的
な
研
修
の
長
期
間
に
わ
た
る
受
講
や
、

そ
れ
に
か
か
る
費
用
の
負
担
と
い
う
課
題
が
あ

り
、そ
の
人
材
確
保
が
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
事
業
所
の
閉
鎖
も
懸
念
さ
れ
、
市
と

し
て
の
受
講
料
補
助
等
の
実
質
的
支
援
や
、
県
に

対
し
て
支
援
等
の
要
望
を
す
べ
き
で
す
。し
か
し
、

そ
の
上
で
の
期
間
の
猶
予
は
必
要
と
の
考
え
か

ら
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
日
本
共
産
党
は
賛
成

し
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、は
す
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー

ト・セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
伴
い
、勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
に
新
設
す
る
会
議
室
の
使
用
料
の
額
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
３
年
６
月
１
日
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
特
例
基
準
割
合
を
延
滞

金
特
例
基
準
割
合
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
で
す
。

　　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
対
象
火
気
設
備
等
の
う

ち
、
急
速
充
電
設
備
に
係
る
位
置
、
構
造
及
び
管

理
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
で
す
。

財
産
の
内
容　

�

蓮
田
市
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン

タ
ー
什
器
備
品
一
式

取
得
金
額　

４
２
８
２
万
５
６
４
０
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
雄
飛
堂

　

内
容
は
、収
益
的
収
入
及
び
収
益
的
支
出
並
び
に

資
本
的
支
出
予
算
の
減
額
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

収
益
的
収
入
は
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
市
民
生
活
及
び
経

済
活
動
の
支
援
を
継
続
す
る
た
め
、
水
道
料
金
の

減
額
措
置
を
さ
ら
に
４
か
月
間
延
長
す
る
こ
と
に

伴
い
、
給
水
収
益
が
減
収
と
な
る
こ
と
か
ら
減
額

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に

会
議
室
を
新
設

議
案
第
93
号　
蓮
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

収
益
的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
は
、
一
般
会
計

と
同
様
に
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
給
与
改
定
に
伴

い
、
職
員
人
件
費
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
予
算
は
、
蓮
田
市
独
自
事
業
と
し

て
、
上
水
道
料
金
の
基
本
料
金
並
び
に
メ
ー
タ
ー

使
用
料
を
継
続
し
て
４
か
月
間
、
半
額
と
す
る
も

の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
家
計
負
担
を
軽
減
す

る
も
の
で
あ
り
、「
は
す
だ
政
和
会
コ
ロ
ナ
対
策

要
望
」
と
も
合
致
す
る
も
の
で
す
。
よ
っ
て
、
こ

の
議
案
に
賛
成
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
収
益
的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
の
減

額
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
一
般
会
計
と
同
様
に
人
事
院
勧
告

に
準
じ
た
給
与
改
定
に
伴
い
、
職
員
人
件
費
を
補

正
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
億
２
７
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

議
案
第
92
号　
蓮
田
市
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

主
任
介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
の

市
や
県
の
実
質
的
支
援
が
前
提
条
件

賛成討論地
方
税
法
の一部

改
正
に
伴
う
改
正

議
案
第
94
号　
蓮
田
都
市
計
画
蓮
田
市
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
95
号　
蓮
田
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に

対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー

什
器
備
品
の
購
入

議
案
第
96
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
減
額
措
置
を

さ
ら
に
４
か
月
間
延
長

議
案
第
103
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

水
道
基
本
料
金
等
の

継
続
減
額
案
に
賛
成

賛成討論収
益
的
支
出
及
び

資
本
的
支
出
の
減
額

議
案
第
104
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
105
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

蓮
田
市
総
合
市
民
体
育
館
大
規
模
改

修
及
び
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
建
設
基
本
設

計
の
調
査
設
計
委
託
費
の
計
上
な
ど
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２
７
２
億
４
０
３
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
は
、
歳
出
額
の
増
加

に
伴
い
、
障
害
児
居
宅
生
活
支
援
給
付
費
負
担
金

を
計
上
。
ま
た
、
交
付
決
定
変
更
通
知
を
受
け
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
第
二
次
分
、
４
億
８
１
９
２
万
７
０

０
０
円
を
計
上
。
諸
収
入
は
、
令
和
元
年
度
障
害

児
居
宅
生
活
支
援
給
付
費
国
庫
負
担
金
な
ど
の
前

年
度
分
の
精
算
交
付
金
を
計
上
。

　

歳
出
で
は
、
基
金
へ
の
積
立
と
し
て
、
財
政
調

整
基
金
に
１
億
６
７
０
０
万
円
、
公
共
施
設
等
整

備
基
金
に
２
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
積
立
て
。

　

障
が
い
児
居
宅
生
活
支
援
給
付
事
業
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
件
数
が
増
加
し
て
い
る
た
め
３
８
０

０
万
円
の
増
額
。

　

公
園
整
備
事
業
で
は
、
山
ノ
神
沼
周
辺
の
整
備

等
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
ご
理
解
を
得
た
こ
と
に

よ
り
、
関
係
予
算
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
山
ノ

神
沼
用
地
取
得
費
を
含
め
、
３
１
７
７
万
円
を
計

上
。

　

制
度
開
始
当
初
、
多
く
の
国
民
か
ら
の

批
判
を
受
け
て
設
け
ら
れ
た
保
険
料
の
軽

減
措
置
が
、
３
年
前
か
ら
段
階
的
に
縮
小
・
廃
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
平
均
所
得
が
10
年
前

よ
り
約
５
万
円
低
下
し
、
更
に
現
在
１
割
の
窓
口

負
担
を
２
割
に
増
や
す
国
の
方
針
が
決
め
ら
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
い
か
に
高
齢
者
の
命
と
健
康
を
守
っ

て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
さ
な
か
に
、
負
担
の

引
き
上
げ
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
の

軽
減
措
置
縮
小
・
廃
止
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う

今
補
正
予
算
に
は
、到
底
賛
同
で
き
ま
せ
ん
。よ
っ

て
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
す
。

　　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
９
０
９
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
65
億
９
３
７
９
万
７
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
は
、
令
和
元
年
度
の
保
険
給
付
費
等
交
付

金
の
確
定
に
伴
う
精
算
返
還
金
で
す
。

　　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
２
０
８
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
10
億
２
８
９
１
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
軽
減
特
例

の
令
和
３
年
４
月
施
行
分
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
改

修
の
委
託
費
の
増
額
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
増
額
及
び
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
額
の
確
定

に
よ
り
、
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
０
５
５
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
54
億
７
７
８
２
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽

減
縮
小
・
廃
止
は
許
さ
れ
な
い

　　反対討論105号
107号

で
す
。

　

歳
出
は
、
総
務
管
理
費
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
費
の
増
額
。
ま
た
、
過
年
度
に
係
る
保
険
料
の

還
付
金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　　
財
産
の
内
容　

�

学
習
用
情
報
通
信
機
器
類
一
式

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
一
式
４
７

０
０
台
、
映
像
投
影
装
置
83
台
）

取
得
金
額　

３
億
５
９
４
８
万
円

契
約
の
相
手
方　

�

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社　

販
売
事
業
本
部
埼
玉
支
社　

公

共
文
教
営
業
部

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
４
１
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
７

２
億
６
４
４
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
母
子
家
庭
等
対
策
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
を
受
け
て
、
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業

と
し
て
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
に
係

る
経
費
を
計
上
。

令
和
元
年
度
の
保
険
給
付
費
等
交
付

金
の
確
定
に
伴
う
精
算
返
還
金
な
ど

議
案
第
106
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

増
額
な
ど

議
案
第
107
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
の

増
額
な
ど

議
案
第
108
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

学
習
用
情
報
通
信
機
器
類

一
式
の
取
得

議
案
第
109
号　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
に
係
る
経
費
を
計
上

議
案
第
110
号　
令
和
２
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

改
正
の
内
容
は
、
蓮
田
市
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、
総
務
委
員
会
の
所
管
に

つ
い
て
、
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー
を
加
え
る

も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
新
た
に
日
額
報
酬
の
支
給
の

特
例
の
規
定
を
設
け
、
開
票
立
会
人
等
選
挙
に
係

る
報
酬
を
除
き
、
蓮
田
市
議
会
の
議
員
が
日
額
報

酬
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

総
務
委
員
会
の
所
管
に
蓮
田
駅

西
口
行
政
セ
ン
タ
ー
を
追
加

議
第
５
号
議
案　
蓮
田
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
第
６
号
議
案　
蓮
田
市
の
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
経
費
削
減
の
た
め
、
議
会
の
議
員

が
特
別
職
の
職
員
を
兼
ね
る
と
き
の

報
酬
は
受
け
取
ら
な
い
こ
と
を
規
定

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
子
ど
も
も
学
校
も
多
く
の

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る
意
見

書
１
件
を
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、

関
係
各
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。（
全
文
掲
載
）

意

見

書

議
第
７
号
議
案　
少
人
数
学
級
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
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令
和
２
年
12
月
議
会
に
お
け
る
北
角
嘉
幸
議
員

の
一
般
質
問
の
発
言
中
、
蓮
田
駅
西
口
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
の
権
利
変
換
と
権
利

者
の
取
り
扱
い
及
び
そ
の
妥
当
性
の
質
問
に
際

し
、
権
利
者
個
人
の
氏
名
や
、
財
産
に
関
す
る
こ

と
を
発
言
し
た
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
登
記
簿

に
よ
り
開
示
さ
れ
た
情
報
で
あ
っ
て
も
、
議
会
と

い
う
場
に
あ
っ
て
は
当
該
権
利
者
の
意
思
に
反

し
、
そ
の
権
利
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
行
為
で

あ
り
、
ま
た
、
議
会
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
行
為

で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
議
場
と
い
う
公
の
場
に
お
い
て
は
、
議

員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
を
守
り
つ
つ
、
市
民
の
名
誉

を
尊
重
す
る
べ
き
で
す
。

　

よ
っ
て
こ
こ
に
北
角
嘉
幸
議
員
に
対
し
、
強
く

反
省
を
求
め
、
問
責
決
議
を
い
た
し
ま
す
。

動

議

「
北
角
嘉
幸
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議
」
の
動

議

　

こ
の
動
議
は
、
石
川
誠
司
議
員
ほ
か
12
名
か
ら

提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
議
題
と
し
て
採
決
し
た
と
こ

ろ
、
総
員
（
賛
成
14
名
、
退
席
３
名
）
を
も
っ
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
全
文
掲
載
）

不
安
と
心
配
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
、

学
校
教
育
の
現
場
で
も
身
体
的
距
離
の
確
保
が
重

要
で
す
。
し
か
し
、
現
状
の
教
室
で
は
子
ど
も
た

ち
の
身
体
的
距
離
が
と
れ
ず
、「
密
集
状
態
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
少
人

数
学
級
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
学

校
は
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
と
じ
っ
く
り
向
き
合

い
、
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
個
別
の
指
導
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
日
本
教
育
学
会
は
、
以
前
か

ら
20
人
前
後
の
少
人
数
学
級
が
望
ま
し
い
と
い
う

見
解
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
十
分

な
教
育
を
保
障
す
る
た
め
に
教
員
を
10
万
人
増
や

す
こ
と
と
、
抜
本
的
に
教
育
予
算
の
増
額
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　
７
月
３
日
に
は
、全
国
知
事
会
・
全
国
市
長
会
・

全
国
町
村
会
は
連
名
で
政
府
に
「
少
人
数
編
成
を

可
能
と
す
る
教
員
の
確
保
」を
要
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
17
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
骨
太
方

http://www.city.hasuda.saitama.jp/

　
議
案
の
審
議
内
容
や
一
般
質
問
な
ど

を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か
た

は
、
市
議
会
会
議
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設

に
備
え
て
あ
っ
た
会
議
録
は
、
今
ま
で

と
同
様
に
次
の
施
設
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
に
伴
い
、
施
設
が
休
館
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
○
市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

　
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
○
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
○
図
書
館

　
○
中
央
公
民
館
及
び
関
山
分
館

ホームページで
会議録が
閲覧できます

■ ■市長の行政報告■■

　今定例会における市長からの行政報告
は10件で、次のとおりです。

１　 新型コロナウイルス感染症対策関係につ

いて

２　令和３年度予算編成方針について

３　 東日本大震災関連の取り組み状況につい

て

４　 蓮田駅西口行政センター開設に伴う駅西

口連絡所（市民課所管）の閉所について

５　 蓮田スマートインターチェンジ（フル化）

の進捗状況について

６　 地下鉄７号線建設誘致期成同盟会の活動

状況について

７　 蓮田駅西口再開発事業の進捗状況につい

て

８　 国指定史跡黒浜貝塚第６期整備事業の進

捗状況について

９　消防特別点検について

10　各部の主な事業の進捗状況について

針
２
０
２
０
」
で
も
「
少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か

な
指
導
体
制
の
計
画
的
整
備
」
の
検
討
を
提
起
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
11
月
13
日
の
衆
院
文
部
科
学

委
員
会
で
萩
生
田
文
科
相
は
、「
少
人
数
学
級
の

実
現
に
不
退
転
の
決
意
で
臨
む
。
勇
気
を
も
ら
っ

た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
少
人
数
学
級

に
踏
み
出
す
予
算
措
置
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
教

育
関
係
者
の
要
望
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
て
、
下
記
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
要
請
し
ま
す
。

記

１　

�

安
全
・
安
心
で
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
実
現

に
つ
な
が
る
少
人
数
学
級
を
速
や
か
に
実

現
す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
た
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意

見
書
を
提
出
す
る
。


